
献堂２周年記念礼拝献堂２周年記念礼拝
礼拝開始（10時30分）10 分前には席に着き、祈りの時間を

持ちましょう。一致の祈りは大きな力です。

来週の奉仕者
（２月 15 日）

今後の予定今後の予定-誕生者の方、おめでとうございます。新しい1年も祝福されますようにお祈り致します-
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　我が家に生後１ヶ月半の子犬が来ました。子供たち
は犬に追いかけられたり噛まれたり、トイレの失敗に
振り回されています。驚くことに、犬は本気を出せば
骨をも砕く力があるのに甘噛みという力加減を知って
おり子供たちが子犬にとってどんなに不快な接し方を
しても本気で噛むことはありません。
　私は今、子犬を通してリーダーシップを学んでいま
す。犬には「同等」という感覚は無く、相手が上か下
かしかないそうです。犬のためと、要求ばかり飲んで
いると「飼い主は何でも言うことを聞いてくれるもの」
と、手の負えない「ワガママな子」になってしまいます。
しかし、本来、犬は頼れるリーダーの下で平安を得る
そうです。「犬の求める良いリーダーの条件」①毎日の
食事と安全を保障する　②ルールをはっきり示す　③
上手に何かを教え自信をつけさせてくれる　ができた
とき、誰に教わったわけでもないもともと備わった犬
の素晴らしい能力に驚かされています。
　要はリーダーの接し方次第。家庭や職場での接し方
も良い方向に変わって行けたらと思っています。
　創 1:26 そして神は、「われわれに似るように、われ
われのかたちに、人を造ろう。そして彼らに、海の魚、
空の鳥、家畜、地のすべてのもの、地をはうすべての
ものを支配させよう。」と仰せられた。

エゼ11章～17章  水 14金16

※1日 1章ですと約3年で通読できるペースです。
　エゼキエル書が書かれた背景について書いて
いきたいと思います。BC722 年に北王国イス
ラエルは，アッシリヤ軍により攻め落されまし
た。イスラエルの民はアッシリヤへ移され，北
王国イスラエルの歴史は終りました。その後、
南ユダ王国まで侵攻しましたが、エルサレムを
落とすことができませんでした。その後、
BC597 年にエルサレムが陥落し、南ユダ王国
の歴史が終わりました。そして捕囚されていき
ました。その中にエゼキエルが含まれていまし
た。エゼキエルの預言活動はこの捕囚から 5 年
後の BC593 年に始まりました。活動期間につ
いては 22 年後の BC571 年までは続いている
ことは 29 章 17 節に書かれていますが、この
後については活動期間を示すものは書かれてい
ない状況となっています。エゼキエルの意味は
「神が強くされる」という意味です。エゼキエ
ルの名が示すように神が強くしてくださるから
こそ、捕囚の中にあっても神の希望の言葉を伝
えることができたのではないかと思われます。
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（要約者：全本　みどり）

「信念と若さ」

　　若さとは何でしょうか…
皆さんは若いですか？それとももう若くないと感じておられま
すか？私たちの目は１０才でピークを迎えどんどん衰えていく
そうです。耳は２０歳がピーク、神経や筋力は３０歳がピーク
を迎えます。確かに体はどんどん動かなくなっていきます。け
れど、脳は５０歳からが成長期になるそうです。３０歳までの
知識や経験、若い時に受けたこと…それらを下地として、脳は
どんどん新しいことを考えようとしています。けれど、心の感
情をつかさどる脳の部分が「やりたい」と思っている脳の部分
に「無理だ！」と言ってくるのです。現代は若い世代がやる気
も元気もなく疲れやすい傾向があります。これは体が衰えてい
るのではく、脳が衰えているのです。神様の前に私たちの経験
をうなぎ上りに用いていくならば、たとえ１００歳であっても
神様の栄光は私たちを通して現されていきます。

　　ダビデ…
　今日の聖書箇所はダビデの歌です。ダビデが人生の戦いの中
で自分を強く、若く保つために見出した方法が神様をほめたた
えることだったのです。彼の生涯は国家全体が自分の命を狙う
という、私たちにはとうてい耐えることのできないようなもの
でした。けれど、ダビデは私たちと同じ人間で、特別な人でも
なく、ずば抜けて優れた能力をもった人でもありませんでした。
生まれた育ったのは羊飼いの家です。末っ子で家族からは重要
視されず、オオカミから羊を守る仕事でした。そのようなダビ
デのもとに突然預言者サムエルがやって来て、強そうで外見の
良い他の兄弟達ではなくダビデに油を注いだのでした。
「…人はうわべを見るが、主は心を見る。」（Ⅰｻﾑｴﾙ16:7）と聖
書に書かれているように神様が見ておられるその目は、力強そ
うで、まだやれそうで…そういった私たちの外見ではありませ
ん。私たちの心の内側、私たちの心が何を思っているのかを見
ておられます。
ダビデは虐げられる成長の中で自分の大切にしている羊たちの
面倒を命がけでみていました。石投げをもって戦いを学んでい
ました。ダビデはどんな状況の中でも喜んで生きる道を選択し
ていました。神様はダビデのその心を見ておられました。

　　種を蒔く時…
　先週のメッセージで種を蒔くことが語られました。皆さんは
種を蒔かれていますか？
「涙とともに種を蒔く者は、喜び叫びながら刈り取ろう。種入
れをかかえ、泣き叫びながら出て行く者は、束をかかえ、喜び
叫びながら帰って来る。」（詩篇 126:5-6）種を蒔くことも蒔か
ないことも選ぶことができます。けれど、良い日も悪い日も種
も蒔かなければ収穫はありません。種を蒔く時に大切なことは
信じることです。収穫を確信し、願うことです。そして、その
中でどうかかわり、どう見、どう触れるかが大切です。水をや
りすぎてもやらなさすぎても枯れますね。そのためには私たち
は心を若く保っていなければなりません。

　　①あなたの老い（問題）を捨てる
　老いは問題です。疑い、恐れ、不安…そのようなものがあな
たを駄目にします。不安によって得られた間違った価値観が多
くの人を狂わせているのです。ちょっとしたことで劣等感に
陥ったり、目の前の問題を素直に言えずに裁いてしまったりし
ます。私たちはそういったものを持ち合わせているのです。せっ
かく種を蒔いてもあなたの価値観を人に押し付けた時にあなた
の農作物も壊れます。そのことをよく覚えてください。言って
いることが正しければ良いですが人の価値観というものはだい
たいが正しくないのです。「普通」「常識」と言われることはほ
とんどが間違っています。「みんなが言っている」という言葉

が自分から出てきた時は間違っていると思ってください。みん
な価値観が違い、人間の価値観はあまりにもズレているのです。
だから神様は「聖書」を与えてくださったのです。

　　②心の皺（しわ）をとる

　古い価値観は心の皺です。取扱い説明書に書かれている通り
に使われず壊れてしまう電化製品のように自分自身が間違って
使われていたらどうですか？口は正しく使えていますか？目線
は正しくできているでしょうか？古い価値観で怒ることが問題
なのです。自分の正論を人に押し付けるために怒るというのは
大失敗です。それはその人を生かすためにやっているのではな
いからです。人はその相手を生かす時には怒りません。厳しく
「叱る」ことや怖い態度を取ることはあってもそこには怒りは
ないのです。怒っている時というのは正論を引っ付けてきてい
るだけなのです。
　「群衆」になるのは簡単ですが、群衆は信念を持っていません。
だから文句ばかり言うのです。現在日本人の多くは群衆になっ
てしまいました。政治が、国家が、学校が、教育が…みんな人
のせいです。「人のせい」を取るためにはまず私たちの心の皺
を取ることです。私たちの心が大切です。神様に目を向けて私
たちの置かれている状況を通して神様はどんなことをしておら
れるのかを思うのです。そうすると問題がなくなっていきます。
十字架を通すと目の前の真っ暗闇の問題が青空に変わるので
す。
「私の目を開いてください。私が、あなたのみおしえのうちに
ある奇しいことに目を留めるようにしてください。」（詩篇
119:18）

　　③心に信じ…口で告白…したように！！！
　
　信念と若さを保つには心で考えることが大事で、その次に口
で告白することがすべてです。悪い言葉を発したらそのように
なるのです。子ども、家族、職場、友人・知人…に普段どのよ
うな言葉を言っていますか？言葉は生きて働きます。言葉を整
えなければなりません。「それから、イエスは百人隊長に言わ
れた。『さあ行きなさい。あなたの信じたとおりになるように。』
すると、ちょうどその時、そのしもべはいやされた。」（ﾏﾀｲ
8:13）信じた通りになります。枯れると思って種を蒔いたら枯
れます。けれど、絶対に大丈夫だと信じて蒔くと育ちます。必
ず色づいて収穫できるようになることを信じましょう！育つか
どうか悩み、やり方がわからないと心配する前に説明書である
聖書を開いて読み、自分の心がその説明書通りに動いているか
どうかを見て下さい。信じていることは何か、疑い・不安・恐
れが間違った方向に導いていないか、確認していきましょう。

連絡事項
・2月 21 日（土）は農業体験の餅つき編になります。
　たくさんの方々と一緒にいきたいと思います。
　チラシもありますので、お誘いください。
・2月 15 日（日）は滝元開師をお迎えし特別礼拝と
　なります。お祈りして備えていきましょう。


